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京滋乳癌研究会

京滋乳癌研究会が発足したのは1981年2月20日のことである．

当時は，癌の集学的治療についての論議が盛んであったが，その背景には T細胞サブセットを中

心とした腫蕩免疫学的解析の進歩があり，又免疫療法が時代のひとつの旗手として癌治療の一翼を

担うであろうという期待があった.Immunosurgery for cancer (immunomodulatorとしての外科）と

いう概念で「癌の免疫外科研究会」が発足したのもこの頃のことである

当時免疫賦活剤として使用可能であった薬剤は OK-432とPSKであったが，OK-432が注射用製

剤であったことから，免疫賦活剤の作用機序についてはこの薬剤を中心に研究成果が報告されてお

り，文その投与法については皮肉注が市民権を得た時代で、ある．しかも，これらの基礎的臨床的研

究は京都では極めて身近なところで行なわれており，お互いの交流も実に活発であった．

そうし、う訳で，従来の内分泌化学療法を中心とした乳癌術後療法に免疫療法を追加して，集学的

治療の分野を拡大しようとする試みは臨床の場で容易に受け入れられる環境にあったといえる．

私は京大乳腺外来を担当していたので，当時の日笠頼則教授に御相談申し上げたところ，快諾し

ていただき，又府立医大第2外科橋本勇教授にも御協力をお願いしてL、ただし、た．したがって京滋

乳癌研究会は共同研究を行う組織として発足したので、ある．プロトコールの私案をもって， 1980年

11月21日， 12月12日と数施設の先生方に集まっていただし、た準備会でプロトコールの作成を行った．

現在からみると非常に大まかで，各施設の自由領域の広いプロトコーノレとなったが，封筒法を採用

したこと， OK-432 を皮内注としたコントロールスタディーであったこと，多施設共同研究であっ

たことなど，当時としては斬新な臨床研究であった．発会にあたって， 1981年 1月であったか，日

笠教授，橋本教授，安富徹先生，安住修先生，間島正徳先生などの御連名で，京都，滋賀の各施設

に招請状を出していただき，発会時には3大学12病院， 16施設の御参加をいただし、た．第一回研究

会のあと，日笠教授は「あとは若し、人達が自由に運営するように」といわれたが，実際，第二回研

究会以後，日笠，橋本両教授が世話人会に出席されることはなかったのである．私は発会の経緯か

ら事務局を担当させていただいたが，研究会の運営に当つては，児玉宏先生をはじめとする諸先輩

方の暖かい御指導とともに，特に当時京都第二日赤病院におられた沢井清司先生には全面的な御協

力をいただいた．又，中外製薬の方々には当初から種々御苦労をおかけした．この場をお借りして

関係各位にお礼を申し上げたい．

その後，初回の共同研究は，第一次研究とされ，第二次から第九次研究までと，多分野にわたっ

て，なおかつ，複数のプロトコールを向時に進行させるまでに，京滋乳癌研究会の組織が拡大，充

実されてきたことはまことに御同慶の至りである．特に，私の後事務局を担当された稲本俊先生の

御協力で，第六回研究会からは研究発表の場をも兼ねるようになり，京都滋賀の乳癌治療に更に生

き生きと寄与する場となっていることは，その設立に関係した一人として感慨深いものがある．京

滋乳癌研究会が築いてきたこのスタイルー共同研究と研究発表の場の両立ーこそが研究会を特徴づ

けるものであり，かつ将来にわたってこの研究会を動かしてしぺ両輪であろうと思われる．

このたび，京滋乳癌研究会の活動を記録として本誌にとどめることになった．その始にあたって，

研究会の生い立ちを記すよう事務局から依頼され，昔の手帳を繰りながら記憶の断片をつなぎ合わ

せた．京滋乳癌研究会の今後のますますの御発展を祈ってやまない．

1993年 1月 京都警察病院大垣和久
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京滋乳癌研究会演題タイトルリスト

（第 1回～第22回）

【第1回より第5固までは研究発表は行われなかった】

【第6会京滋乳癌研究会】

日時：昭和59年 3月10日（土）

場所：ホテルフジタ

世話人代表：国立京都病院外科牧野耕治

1. Wolfe分類による乳癌のスクリーニングについて

京都府立医大第 1外科

小島 治，間島 孝，上原泰夫

山根越夫，藤田佳宏，間島 進

宇治病院外科

蔭山典男，竹本洋一，田村幸男

国立舞鶴病院外科

鹿野 実

2.視診・触診で良性と誤診した乳癌症例の検討

京都府立医大第2外科

山岸久一，中路啓介，岡 隆宏

3. リニア電子スキャンによる乳腺疾患の診断

京都大学第2外科

堀 泰祐，稲本 俊，日：笠頼則

京都大学放射線核医学科

林 信成

4.乳癌に対する超音波診断における falsepositive, false 

negativeの検討

京都第二赤十字病院外科

松田孝一，藤井宏二，東 健

蒲池正浩

7. 局所進行乳癌の治療経験

大津赤十字病院外科

小川博障，野口一成，渡辺 裕

大津赤十字病院整形外科

石川浩三，須藤容章

8 再発乳癌の胸骨・肝切除の一例

済生会京都府病院外科

前田武昌，鋳谷周三，中村憲二

朝子 理，中島徳郎

【第7回京滋乳癌研究会】

日時：昭和59年 8月25日（土）

場所：ホテルフジタ

世話人代表：京都第二赤十字病院沢井清司

1. 女性ホノレモンが有効であった進行乳がんの 1例

滋賀県立成人病セγター外科

小切匡史，吉田昭和，野田秀樹

浅野元和，山田紀彦，北村 惰

2. 乳癌々性胸水例に対するピ、ンパニール併用培養自

己リンパ球移入療法の試み

京都大学第2外科

姻 泰祐，菅 典道，仁尾義則

稲本 俊

児玉乳腺クリニック

児玉 宏

高橋 滋，泉 浩，加藤元一 3.高令者の乳癌・再発乳癌のー経験例

竹中 温，沢井清司，新畑 宰 済生会京都府病院外科

徳田

5. Fine needle aspiration cytologyについて

長浜赤十字病院外科

今井史郎，山崎誠二，土井隆一郎

谷口亭ー，原 慶文

6. 良性及び悪性 fibroadenomaphyllodesの各一例

滋賀医科大学第 1外科

細谷雄治，中根佳宏，塩貝陽而

迫 裕孝， f中野功次，沼 謙司

小玉正智

済生会滋賀病院外科

朝子 理，堀江

中村憲二，中島

4.進行・再発乳癌の治療

京都市立病院外科

吉田年宏，新屋

山内清明，中元

金 盛彦，阿部

間嶋正徳

5.進行及び再発乳癌の治療

京都府立医大第1外科

弘，鋳谷周三

徳郎

久幸，堀田秀ー

光一，荻野 享

弘毅，立川保雄

小島 治，上原泰夫，間島 孝
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山根越夫，西岡文三，藤田佳宏

字治病院外科

高橋 滋，泉 浩，加藤元一

竹中 温，新畑 宰，徳田

竹本洋一，蔭山典男，田村幸男 京都府立医科大学第一外科

滋賀県済生会病院外科 萩原明朗，高橋俊雄

渡辺信介 5.牌摘により化学療法継続が可能になった進行乳癌

6.再発乳癌の治療について一昭和49年～53年迄の乳 のー症例

癌症例について 公立甲賀病院外科

国立病院外科 真下六郎，安東勝宏，磯和剛平

土屋宣之，牧野耕治，安富 徹 若城茂太朗，井上秀治，井田 健

7.進行・再発乳癌に対する ATOK療法（Adriamycin, 6.局所進行乳癌に対する持続動注療法により惹起さ

Tamoxiたn,OK 432）の治療成績 れた胸部病変について

京都第二赤十字病院外科 大津赤十字病院外科

下関正隆，本田光世，藤井宏二 小川博障，渡辺 裕

高橋 滋，泉 浩，加藤元一 7. T細胞増殖因子（TCGF）にて培養した患者自己リ

竹中 温，沢井清司，新畑 宰 ンパ球の局所移入法（adoptiveimmunotherapy）の

徳田一 乳癌患者に対する臨床応用

京都大学第2外科

【第8回京滋乳癌研究会】 堀 泰祐，菅 典道，稲本 俊

日時昭和60年2月16日（土） 山崎信保，仁尾義則

場所：京都ホテノレ 新潟県立中央病院外科

世話人代表：京都市立病院間嶋正徳 大垣和久

l 乳癌スクリーニングにおける Wolた分類の意義 京都第二赤十字病院外科

京都府立医科大学第1外科 沢井清司

小島 治，間島 孝，上原泰夫 児玉外科

藤田佳宏，高橋俊雄 児玉宏

宇治病院外科

蔭山典男，竹本洋一，田村幸男 【第9回京滋乳癌研究会】

滋賀済生会病院外科 目時：昭和60年9月7日（土）

渡辺信介 場所：京都ロイヤノレホテル

2.大胸筋束部分切離後再縫合した大・小胸筋温存乳 世話人代表京都府立医科大学第一外科藤田佳宏

房切断術の二例 1.乳腺 Pagetoid癌のー症例ー特にその伸展様式の検

京都市立病院外科 討一

山内清明，吉田年宏，新屋久幸

堀田秀一，中山 昇，金 盛彦

荻野 亨，阿部弘樹，立川保雄

間嶋正徳

3.再発乳癌に対する各種併用療法の一例

済生会京都府病院外科

朝子 理，堀江 弘，鋳谷周三

中村憲二，中島徳郎

4.微粒子活性炭による乳癌のリンパ節染色法

京都第二赤十字病院外科

藤井宏二，沢井清司，橋本正也

李 政樹，本田光世，下問正隆

公立甲賀病院外科

真下六郎，西津 孝，安東勝宏

磯和剛平，若城茂太朗，井上秀治

井田 健

2.腎移植患者に発生した乳癌二症例の検討

京都府立医科大学第2外科

中路啓介，相）｜｜一郎，山岸久一

岡 隆宏

3. 胃に転移した小葉癌の一例

済生会滋賀県病院外科

渡辺信介，桑田克也，米山千尋

佐々木義文，石井 孝，蒲池正浩
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児玉乳腺クリ ι ック

児玉 宏

4.再発進行乳癌に対する集学的治療の一例（続報）

済生会京都府病院外科

鋳谷周三，土井正樹，堀江 弘

中村憲二，中島悦郎

明石病院外科

朝子 理

5.胸骨縦切開による胸骨芳リンパ節郭清について

京都第二赤十字病院外科

沢井清司，橋本正也，李 政樹

佃 信博，清木孝祐，本田光世

大槻鉄郎，松井道宣，下問正隆

藤井宏二，泉 浩，加藤元一

竹中 温，新畑 宰，徳田

京都府立医科大学第 I外科

高橋 滋，萩原明於，高橋俊雄

6. 乳癌の術後補助療法としての OK-432投与の検討

京滋乳癌研究会

稲本 俊，朝子 理，今井史郎

小川博障，小島 治，小玉正智

沢井清司，牧野耕治，真下六郎

間嶋正徳，山岸久一

【第10回京滋乳癌研究会】

日時：昭和61年 2月8日（土）

場所．京都国際ホテノレ

世話人代表・京都警察病院外科大垣和久

1.早期再発乳癌患者に於ける腫蕩内ホノレモン並びに

腫蕩マーカーの特殊性

京都府立医科大学第 1外科

小島 治，間島 孝，中川 主支1えc 

上原泰夫，藤田佳宏，高橋俊雄

京都第2赤十字病院外科

下問正隆，沢井清司，徳田

滋賀済生会病院外科

渡辺信介

字治病院外科

塩飽保博，蔭山典男，竹本洋一

回村幸男

2.再発をきたした T，乳癌症例の検討

京都府立医科大学第2外科

安村忠樹，山岸久一，相川一郎

岡 隆宏

3.乳癌症例における血清 CEA/l!U定の意義

京都大学医学部外科

稲本 俊，堀泰祐，小津和恵

4.当院における乳癌術後の followupについて

京都第2赤十字病院外科

橋本正也，李 政樹，佃 信博

松井道宣，清木孝祐，本田光世

大槻鉄郎，下関正隆，藤井宏二

泉 浩，加藤元一，竹中

沢井清司，松繁 洋，新畑

徳田

5.特別講演

司会：：京都府立医科大学第2外科

岡 隆宏

「乳癌の診断と治療」 最近の動向

乳癌研究会会長群馬大学医学部第2外科

泉雄 勝

【第11回京滋乳癌研究会】

日時．昭和61年 7月19日（土）

場所：京都ロイヤルホテル

温

宰

世話人代表：滋賀医科大学第 1外科中根佳宏

1. IL-2にて培養した癌所属リンパ節リンパ球を用い

た adoptiveimmunotherapy (AIT) 

京都大学外科

沖野 孝，菅 典道，堀泰祐

児玉 宏，今井史郎，仁尾義則

大垣和久，戸部隆吉

2.活性炭吸着アドリアシン局所投与による乳癌所属

リンパ節への化学療法の試み

京都府立医科大学第1外科

小島 治，高橋俊雄，前田武昌

藤田佳宏，咲田雅一，野見山世司

沢井清司，山口俊晴，山根哲郎

間島 孝，上原泰夫，北井祥三

舞鶴赤十字病院外科

萩原明於

京都済生会病院外科

中島徳郎

宇治病院外科

竹本洋一，蔭山典男，田村幸男

3. 当科に於ける局所，領域リンパ節再発例の検討

京都第二赤十字病院外科

加藤 誠，井川 理，岡野晋治
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イ田 信博，李 政樹，橋本正也

松井道宣，清木孝祐，本田光世

藤井宏二，高橋 滋，泉 浩

加藤元一，竹中 温，松繁 洋

徳田

4.手u高々性胸水症例における各種免疫パラメーター
の関連と OK-432胸腔内投与の影響

京都警察病院外科

堀 泰祐，永井利博，大垣和久

京都大学第1外科

f中野 孝，菅 典道，児玉 宏

戸部隆吉

同第2外科

稲本 俊

5.大胸筋切開による胸筋温存乳房切断術と PS郭清

国保能登川病院

服部博司，森田 昭，宮下史郎

【第四回京滋乳癌研究会】

日時昭和62年 2月21日（土）

場所京都ロイヤルホテル

世話人代表：乳腺クリーック・児玉外科児玉宏

1. 5年健存率よりみた早期乳癌

京都第二赤十字病院外科

加藤 誠，井川 理，岡野晋治

イ田 信博，橋本正也，李 政樹

松井道宣，清木孝祐，本田光世

藤井宏二，高橋 滋，泉 浩

加藤元一，竹中 温，松繁 洋

新畑 宰，徳田

2.癌性胸水症例に対する OK-432およびrecombinant

IL 2投与と免疫学的パラメーターに対する影響

京都警察病院外科

堀 泰祐，永井利博，大垣和久

3.当院における葉状嚢胞肉腫の検討

京都府立医大第2外科

浜嶋高志，相川一郎，安村忠樹

吉村了勇，中井一郎，松井 英

李 哲柱，岡 隆宏

4.再発乳癌に対するミトキサトロンの治療経験

京都府立医大第 1外科

小島 治，間島 孝，山根哲郎

山口俊晴，沢井清司，藤田佳宏

高橋俊雄

宇治病院外科

竹本洋一，蔭山典男，田村幸男

5.京都市における乳癌の集団検診について

京都府医師会乳癌検診委員会

沢井清司，安住修三，溝淵 浩

小牧勝彦，大沢 直，尾崎悦夫

稲葉虎太郎，斎藤信雄，旗持 足河芸て

小坂 正，米山正夫，宮田 健

寺内一男，若江光一，徳田良弘

小崎信志，芳竹敏郎，中川幸英

米谷 i量，塩見益朗，河崎 泰

竹中 温，増田強三，衣川 磐

並河 情，児玉 宏，稲本 俊

前谷俊三，相川一郎，余昌英

松繁 洋

【第13回京滋乳癌研究会】

日時－昭和62年 8月29日（土）

場所京都ロイヤノレホテノレ

世話人代表：済生会京都府病院外科中島徳郎

1.進行・再発乳癌に対する集学的癌治療一特に免疫

療法の役割についてー

京都警察病院

堀 泰祐，永井利博，大垣和久

京都大学第2外科

稲本 俊

同第 1外科

菅 奥道

2.乳癌組織内におけるエストロジェンリセプターの

免疫組織学的検討

京都府立医大第1外科

川上貞男，小島 治，上原泰夫

藤田佳宏，高橋俊雄

児玉乳腺クリ ι ック

児玉 宏

宇治病院外科

竹本洋一

3.男性乳癌の 9症例

国保京北病院外科

由良 博，山中祥弘

京都府立医大第2外科

中井一郎，吉村了勇，安村忠樹

相川一郎，岡隆宏

京都第一赤十字病院外科
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安住一郎，原田善弘

国立奈良病院

上田泰章

4. CEA {1直の変動及び腹腔内リンパ節への転移を生じ

た乳癌のー症例

大津赤十字病院外科

小川博障，渡辺 裕

同内科

山岨道彦

5.乳腺原発の悪性リンパ腫の一例

京都第二赤十字病院外科

李 政樹，佃 信博，橋本正也，

本田光世，加藤 誠，藤井宏二，

高橋 滋，泉 浩，加藤元一，

竹中 温，松繁 洋，徳、回

同内科

林 英夫

6.組織学的に希有な乳腺悪性腫蕩の一例

市立岸和田市民病院外科

蓑手秀司，三瀬昌宏，奈良政信

北嶋伸

7.当院における血性乳頭分泌症例について

長浜赤十字病院外科

山崎誠二，森 重人，長原正幸

谷口亭一，原 慶文

【第14回京滋乳癌研究会】

日時：昭和62年2月27日（土）

場所：京都ロイヤノレホテル

世話人代表：大津赤十字病院外科小川博陣

1.乳癌に対する胸筋温存乳房切断術の適応

京都大学外科

稲本 俊，山内清明，中村吉昭

大垣和久，児玉 宏，小津和恵

2.内側乳癌に於ける胸骨傍リンパ節廓清の意義

京都第二赤十字病院外科

竹中 温，藤井宏二，山本 均

中川 司，泉 浩，井川 理

岡野晋治，李 政樹， f回 信博

橋本正也，本田光世，加藤 誠

高橋 滋，加藤元一，松繁 洋

徳田

堀 泰祐，永井利博，大垣和久

京都大学第1外科

戸田古 典道， f中野 孝，中西正樹

佐藤剛平，今井史郎，白石隆祐

三瀬圭一，児玉 宏，戸部隆吉

京都大学第2外科

稲本 俊

4.再発期間，及び腫湯径から見た乳癌の悪性度

京都第二赤十字病院外科

｛田 信博，李 政樹，藤井宏二

井川 理，岡野晋治，橋本正也

本田光世，加藤 誠，泉 浩

高橋 滋，竹中 温，徳田

5.炎症性乳癌の 2例

国立京都病院外科

完岡市雄，米谷博夫，大谷哲之

具志堅保，土屋宣之，西脇洗一

大和俊夫，小泉欣也，工藤

岡本美穂二，牧野耕治，安富

6.特別講演

乳癌手術はどこまで縮小出来るか

乳腺クリ ι ック・児玉外科

児玉 宏

【第15回京滋乳癌研究会】

日時昭和63年7月30日（土）

場所・からすま京都ホテル

昂

徹

世話人代表：京都第二赤十字病院外科竹中温

1.乳癌再発型式の検討

国立京都病院外科

完岡市雄，米谷博夫，大谷哲之

具志堅保，土屋宣之，西脇洗一

大和俊夫，小泉欣也，工藤 昂

岡本美穂二，牧野耕治，安富 徹

2.進行・再発乳癌に対する治療戦略 免疫療法を加

えた集学的治療とその成績

京都警察病院外科

堀 泰祐，永井利博，大垣和久

京都大学第1外科

菅典道，沖野 孝，中西正樹

佐藤剛平，三瀬圭一，戸部隆吉

児玉乳腺クリーッタ

3.進行・再発乳癌に対する動注療法の意義について 児玉 宏

京都警察病院外科 3.肝転移に対する OK-432動注療法についてー症例



京滋乳癌研究会 299 

報告一

京滋乳癌研究会免疫療法研究班

大垣和久

4. Computed Radiography (CR）による Mammography

の乳癌診断における有用性

京都大学第2外科

山内清明，中村吉昭，稲本 俊

小津和恵

同放射線核医学

中野善久，柴田登志也

5. 触知不能乳癌の検討

京都第2赤十字病院外科

藤井宏二，竹中 温，白数積雄

保島匡和，竹内一実，中川

山本 均，井川 理，岡野

司

晋治

蔭山典男，竹本洋一，田村幸男

3.乳癌患者における，遺伝性多型性変異の解析

京都大学医学部第2外科

本田和男，稲本 俊，山内清明

小津和恵

開放生研

石崎寛治，池永満生

4. 乳癌術後再発症例の検討

京都第二赤十字病院外科

竹内一実，竹中

白数積雄，中川

井川 理，岡野

李 政樹，加藤

高橋 滋，泉

新畑 宰，徳田

温，保島匡和

司，山本 均

晋治，橋本正也

誠，藤井宏二

浩，松繁 洋

橋本正也，李 政樹，加藤 誠 5.放射線治療が奏功したと思われる転移性乳癌の一

高橋 滋，泉 浩，松繁 洋 症例

新畑 宰，徳田 長浜赤十字病院外科

6.術前の骨シンチで骨転移を疑われた乳癌の 2症例 森 重人，西田伸一，長原正幸

大津赤十字病院外科 谷口亭一，原慶文

小川博庫，渡辺裕 同整形外科

7.乳癌術後補助療法によるホルモンレベノレの変動 和田山文一郎

京都府立医科大学第2外科 滋賀県立成人病センター放射線科

安村宏、樹，大坂芳夫，李哲柱 小泉満

吉村了勇，荒川幸平，相川一郎 6.鎖骨上リンパ節再発に対する治療

岡隆宏 乳腺クリーック児玉外科

【第16回京滋乳癌研究会】

日時：平成元年2月25日（土）

場所：京都国際ホテノレ

世話人代表：国立京都病院外科工藤 昂

1.乳癌診断における CR(computed radiography）の使

用経験

京都府立医科大学第2外科

藤原郁也，大坂芳夫，李 哲柱

吉村了勇，荒川幸平，安村忠樹

相川一郎，岡 隆宏

2.再発並びに高度進展乳癌に対する温熱・シスプラ

チン局注併用療法

京都府立医科大学第 1外科

小島 治，高橋俊雄，堀江 弘

西植 隆，松井道宣，大西一嘉

萩原明於，山口俊晴

宇治病院外科

児玉 宏

【第17回京滋乳癌研究会】

日 時：平成元年7月8日（士）

場所：京都国際ホテル

世話人代表：京都府立医科大学第 1外科小島治

1.乳腺の穿刺吸引細胞診の検討

済生会滋賀県病院外科

渡辺信介，湊 博史，山口正秀

西植 隆，石井 孝，蒲池正浩

同病理

植田正己，小林忠男

2.触知不能乳癌症例の検討

国立京都病院外科

完岡市雄，工藤 昂，寺島隆平

黒柳洋弥，菅野元喜，米谷博夫

大谷哲之，具志堅保，土屋宣之

西脇洗ー，大和俊夫，小泉欣也
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岡本美穂二 世話人代表・京都警察病院外科大垣和久

3. 乳腺原発巨大悪性リンパ腫の一治験例 I. 内側乳癌におけるリンパ流とリンパ転移巣に対す

公立甲賀病院外科 る化学療法の検討

真下六郎，山崎 徹，林 ー資

坂本忠弘，浅野元和，金山輝次

井田 健

4 乳腺原発肉腫の一例

大津赤十字病院外科

小川博障，渡辺 裕

5. Level皿への乳腺りンパ流の検討

京都第二赤十字病院外科

藤井宏二，奥山 晃，大山貴之

佐久山陽，白数積雄，保島匡和

竹内一実，井川 理，加藤 誠

高橋滋，泉 浩，竹中温

新畑 宰，松繁 洋，待、回

6. Control困難な乳癌局所皮膚転移に対し，広範囲皮

膚切除，復合皮膚移値術を行ない切除し得た一例

京都警察病院外科

堀 泰祐，永井利博， 大垣和久

富士森形成外科

富士森良輔

7.乳腺良性疾患患者の経過観察における問題点と対策

京都府立医科大学第 l外科

小島 治，高橋俊雄，山口俊晴

萩原明於，堀江 弘，松井道宣

大西一嘉，上島康生

字治病院外科

田村幸男，竹本洋一，蔭山典男

榊原次夫

8.乳癌肝転移に対する経肝動脈的 OK-432併用培養

リンパ球移入療法の適応・抗腫蕩効果・延命効果

京都大学第1外科

山崎誠二，沖野 孝，菅 典道

佐藤剛平，三瀬圭一，寺村康史

戸部隆吉

京都警察病院外科

期 泰祐，大垣和久

乳腺クリーック児玉外科

児玉 宏

【第18回京滋乳癌研突会】

日 時 ・平成2年3月3日（土）

場所：京都パレスサイドホテノレ

京都府立医大第1外科

榊原次夫，高橋俊雄，小島 治

萩原明於，沢井清司，山口俊晴

山根哲郎，下問正隆，岩本昭彦

米山千尋，伊藤通敏，笹部恒敏

宇治病院外科

田村幸男，竹本洋一，蔭山典男

2.進行再発乳癌に対する CDDPの使用経験

京都警察病院外科

堀 泰祐，永井利博，大恒和久

3. 内側乳癌における Ps郭清の意義

京都第二赤十字病院外科

竹中 温，藤井宏二，徳田

松繁洋，泉 浩，高橋滋

加藤 誠，竹内一実，井川 理

4.転移性乳癌の一例

滋賀県立成人病センター外科

渡辺 剛，佐藤誠二，野中 教

淵上 哲，木村敬三，野田秀樹

北村惰

同病理

松本正朗

5.乳癌患者における癌遺伝子の変化

京大第2外科

本田和男，定本哲郎，小津和恵

京大放射線生物研究センター

石崎寛治，池永満生

【第19回京滋乳癌研覧会】

日時：平成2年 8月25日（土）

場所：国際交流会館

世話人代表：京都第一赤十字病院外科原因善弘

I.若年者手L癌の予後

京都第二赤十字病院外科

藤井宏ニ，竹中 温，徳田

新畑宰，松繁洋，泉 浩

高橋 滋，加藤 誠，白数積錐

2.乳癌に対する補助化学療法としての HCFU長期投

与の有用性

京都大学第2外科

稲本 俊，本田和男，山内清明
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中村吉昭，中村 肇，小津和恵 京都警察病院外科

3.再発乳癌に対する（Medroxyprogesteroneacetate）の 堀 泰祐，大垣和久

使用経験

京都府立医科大学第2外科

岡本雅彦，安村忠樹，荒川幸平

吉村了勇，中井一郎，安井 仁

岡 隆宏

4.乳癌肝転移症例に対する OK-432肝動注療法の延命

効果について

京都警察病院外科

堀 泰祐，永井利博，大垣和久

京都大学第1外科

菅 典道， I中野 孝，原田武尚

山崎誠二，寺村康史，三瀬圭一

佐藤剛平，戸部隆吉

5.乳癌悪性葉状肉腫の 2例

京都第一赤十字病院外科

谷向茂厚，原田善弘，安住修三

秋山清一．藤野光康，塩飽保博

西本知二，池田栄人，武藤文隆

橋本京三，菓岡英明，大内孝雄

田中貫一，伊志嶺玄公

【第20回は研究発表は行われなかった】

【第21回京滋乳癌研究会】

日時：平成3年 2月16日（土）

場所：京都教育文化センター

1.パネノレディスカッション：乳房温存手術

座長稲本 俊

1）乳房温存手術の現況

乳腺クリーック児玉外科

児玉 宏

2）手L癌の手L腺内伸展様式からみた乳房温存手術

京都大学医学部第 1外科

菅 典道

3）乳癌のリンパ節転移様式からみた乳房温存手術

京都第二赤十字病院外科

竹中 温

4）乳房温存手術と放射線治療

京都大学医学部放射線科

平岡真寛

2.一般演題 座長大垣和久

1）乳癌の再発形式と予後について

2) MPAを中心とした再発乳癌の治療

北野病院胸部外科

瀧 俊彦，竹田秋郎，岡田賢二

三宅正幸，糸井真一

3）乳腺扇平上皮癌の一例

滋賀県成人病センター外科

葵 元歪，野田秀樹，湖上 哲

木村敬三，野中 敦，渡辺 剛

北村僑

同病理

松本正朗

4）胸腔内への OK-432および培養胸水中リンパ球

投与にて約5年経過した乳癌癌性胸水の3例

京都大学医学部第 1外科

三瀬圭一，菅 典道，沖野 孝

寺村康史，佐藤剛平，山崎誠二

原田武尚，戸部隆吉

乳腺Fリーッグ・児玉外科

児玉 宏

京都警察病院外科

堀 祐，大垣和久

【第22回京滋乳癌研究会】

日時：平成3年7月27日（土）

場所：京都堀川会館

l 一般演題 座長小島治

1）乳腺分泌癌の 1f11J 

京都市立病院外科

松谷泰男，中山裕行，胡 輿柏

横山 正，田中 満，宇都宮裕文

野口雅滋，辻 雅衛，向原純雄

上山泰男

2. ワークショップ「局所再発乳癌の諸問題」

座長小島 治，沢井清司

1）局所再発初期像からみた病型分類の試み

京都大学第 1外科

菅 典道

乳腺クリニック・児玉外科

児玉 宏

2）乳癌局所再発に対する外科手術症例の検討

京都第二赤十字病院外科

藤井宏二，井川 理，加藤 誠



302 日外宝第61巻第3号（平成4年5月）

高橋滋，泉 浩，竹中温

新畑 宰，松繁 洋，徳田

3）免疫療法が奏功した乳癌局所再発の l症例

京都大学第 1外科

山崎誠二，菅 典道，三瀬圭一

原因武尚，大垣和久，戸部隆吉

4）当院における局所再発の検討ー特にCDDPの

効果についてー

京都警察病院外科

堀 泰祐，大垣和久

5）乳癌局所再発例に対する CDDP局注，温熱治

療の効果

京都府立医科大学第 1外科

小島 治，田村隆朗，松井道宣

伊藤昌彦，萩原明於，山根哲郎

山口俊晴，沢井清司，高橋俊雄

6）局所再発乳癌に対する温熱併用放射線治療成績

京都大学放射線科

増永慎一郎，光森通英，平岡真寛

李 字~，小石光紹，永田 靖

阿部光幸

京都大学胸部研腫湯学

高橋正治

3.特別講演

座長京都府立医科大学第 1外科

高橋俊雄

乳癌手術の最近の動向

福島県立医科大学第2外科

阿部力哉


